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令
和
５
年
度
新
樹
種
部

会
通
常
総
会
は
、
３
年
ぶ

り
の
対
面
の
総
会
と
い
う

こ
と
で
、
２９
名
の
参
加
を

得
て
、
２
月
１７
日
㈮
東
京

都
港
区
の
Ａ
Ｐ
虎
ノ
門
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
総

会
は
、
越
川
芳
弘
氏
の
司

会
で
進
行
し
、
足
澤
匡
副

部
会
長
の
開
会
宣
言
で
開

始
さ
れ
、
丹
下
貴
啓
部
会

長
が
挨
拶
し
、
引
き
続
き

眞
鍋
憲
太
郎
担
当
理
事
か

ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

次
に
、
議
長
選
出
が
行

わ
れ
、
議
長
に
城
処
章
氏

を
指
名
し
、
議
長
は
議
事

録
署
名
人
に
濱
田
秀
蔵
氏

と
大
木
薫
氏
を
指
名
し
出

席
者
の
承
認
を
得
た
後
、

議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
に
つ
い
て
は
、
丹
下

部
会
長
が
部
会
員
の
動
向

及
び
主
要
会
議
等
の
報
告

を
行
い
、
引
き
続
き
、
各

委
員
長
か
ら
事
業
報
告
が

な
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
の

決
算
報
告
後
に
、
前
野
眞
澄
監

事
よ
り
事
業
及
び
決
算
は
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
を

も
っ
て
第
１
号
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

丹
下
部
会
長
よ
り
事
業
計
画
全

体
の
説
明
が
あ
り
、各
委
員
会

に
お
け
る
具
体
的
な
計
画

（
案
）、令
和
５
年
度
予
算（
案
）

の
説
明
が
さ
れ
、
賛
成
多
数
を

も
っ
て
第
２
号
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。

第
３
号
議
案

動
画
等
管
理
規
程（
案
）に
つ

い
て
丹
下
部
会
長
が
説
明
を

行
っ
て
満
場
一
致
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

そ
の
他

議
長
か
ら
、
意
見
・
提
案
等

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
新
樹
種
部

会
の
所
有
し
て
い
る
豊
富
な
写

真
と
か
有
望
推
薦
樹
種
等
の
提

案
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幅
が

広
が
る
サ
イ
ト
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
新
樹
種
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
初
版
本
は
入
手
可
能

な
の
か
、
ま
た
ハ
ン
デ
ィ
ー
サ

イ
ズ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
な
ど
を
お
願
い
し
た
い
。

デ
ー
タ
と
か
写
真
が
欲
し
い
場

合
は
、
多
少
有
料
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
デ
ー
タ
管
理
委

員
会
が
管
理
し
て
い
る
の
で
、

活
用
し
て
欲
し
い
等
の
意
見
が

あ
が
っ
た
。

議
長
は
、
す
べ
て
の
審
議
事

項
が
終
了
し
た
こ
と
告
げ
退
任

し
た
後
、
足
澤
副
部
会
長
が
令

和
５
年
度
新
樹
種
部
会
通
常
総

会
を
終
了
す
る
と
宣
言
し
幕
を

閉
じ
た
。

そ
の
後
、
設
立
３０
周
年
記
念

と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
安
藤
敏
夫
先
生
の
講

話
、
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

新
樹
種
部
会
設
立
３０
周
年
記
念
大
会

講
話
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

総
会
終
了
後
、
新
樹
種
部
会

設
立
３０
周
年
記
念
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
部
会
３０
年
の

歴
史
と
と
も
に
〝
こ
れ

か
ら
の
新
樹
種
〞
を
語

る
」
で
は
、
パ
ネ
リ
ス

ト
の
持
つ
専
門
知
識

や
、
独
自
の
経
験
や
見

解
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

は
、
非
常
に
興
味
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
新
樹
種
部

会
顧
問
で
あ
る
千
葉
大

学
名
誉
教
授
安
藤
敏
夫

先
生
に
よ
る
講
話
が
開

催
さ
れ
た
。

新
樹
種
部
会
の
植
物

知
識
は
高
く
、
多
く
の

功
績
を
残
し
て
い
る
。

飲
ん
で
る
ば
か
り
で
な

く
ち
ゃ
ん
と
勉
強
を
し

て
い
る
。
今
後
も
国
内

育
樹
を
活
発
に
し
て
い

く
こ
と
を
新
樹
種
部
会

に
託
し
た
い
と
叱
咤
激

励
の
お
言
葉
を
頂
い

た
。
情
熱
的
な
講
話

は
、
聴
衆
し
た
部
会
員

を
魅
了
し
、
深
く
共
感

し
と
て
も
勉
強
と
な
り
、
盛
大

に
終
了
し
た
。

新
樹
種
部
会

懇
談
会
の
様
子

令
和
５
年
度
新
樹
種
部
会
通
常
総
会
開
催

設
立
３０
周
年
記
念
大
会

丹下貴啓 部会長総会風景

講師の安藤敏夫顧問

集合写真

コーディネーター：副部会長 足澤匡氏（右端）
パネリスト：左から尾上信行氏、小林公成氏、川原田邦彦氏

記念として３０周年のあゆみ
「夢のある植物の開発と普及をめざして」
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講師 税理士の
伴洋太郎氏

講師 社会保険
労務士の平野謙吾氏

青
年
部
会
・
令
和
５
年
度
通

常
総
会
は
、
静
岡
県
浜
松
市
の

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
に
て

２
月
８
日
㈬
１３
時
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

愛
知
県
支
部
の
大
崎
晃
寛
氏

の
司
会
で
進
行
さ
れ
た
。
総
会

参
加
者
８０
名
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加

者
１２
名
、
委
任
状
参
加
３３
名
で

総
会
成
立
の
定
足
数
に
達
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
植
島
春
樹

副
部
会
長
の
開
会
宣
言
に
続
い

て
、
福
島
啓
輔
部
会
長
の
意
気

込
み
の
あ
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
辰
巳
広
之
担
当
理

事
、
小
畑
勝
裕
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
熱
い
激
励
の
祝
辞
を
頂
い

た
後
に
、
賛
助
会
員
さ
ん
の
紹

介
を
行
っ
た
。

議
長
選
任
で
は
三
重
県
の
加

藤
時
生
氏
が
就
任
し
、
議
事
録

署
名
人
と
し
て
小
林
祐
輔
氏
、

原
島
大
地
氏
を
指
名
し
、
議
事

に
入
っ
た
。
議
長
よ
り
、
第
一

号
議
案
と
第
二
号
議
案
、
第
三

号
議
案
と
第
四
号
議
案
は
関
連

性
が
あ
る
た
め
、
一
括
審
議
の

提
案
が
あ
り
会
場
よ
り
賛
同
を

得
た
。

第
一
号
議
案

令
和
４
年
度
事

業
報
告
、
第
二
号
議
案

令
和

４
年
度
決
算
・
監
査
報
告
に
つ

い
て令

和
４
年
度
事
業
報
告
は
福

島
啓
輔
部
会
長
、
植
島
春
樹
副

部
会
長
、越
川
芳
弘
副
部
会
長
、

森
田
圭
総
務
委
員
長
、田
宮
愼

二
事
業
委
員
長
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

長
よ
り
、部
会
員
動
向
、総
会
、

幹
事
・
支
部
長
合
同
会
議
、
全

国
研
修
会
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
、
本
協
会
出
向
委
員
会
な
ど

に
つ
い
て
報
告
。
令
和
４
年
度

決
算
は
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ

り
、
監
事
の
荒
井
秀
史
氏
よ
り

監
査
報
告
で
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
報
告
が
あ
っ
た
。
議
長

が
審
議
の
後
、
第
一
号
、
二
号

議
案
の
一
括
採
決
を
行
い
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

令
和
５
年
度
事

業
計
画
案
、
第
四
号
議
案

令

和
５
年
度
年
度
事
業
予
算
案
に

つ
い
て

福
島
部
会
長
か
ら
令
和
５
年

度
の
事
業
計
画
案
、
植
島
副
部

会
長
よ
り
組
織
の
拡
充
、
研
修

の
充
実
、
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
、

本
協
会
事
業
へ
の
参
加
の
報

告
、
越
川
副
部
会
長
か
ら
関
係

機
関
と
の
交
流
、
記
念
準
備
金

積
立
そ
し
て
緑
育
出
前
授
業
の

実
施
計
画
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
部
会
長
よ
り
「
青
年

部
会
運
営
に
お
け
る
基
本
的
感

染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ

た
。
令
和
５
年
度
事
業
予
算
案

が
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、
審

議
の
後
、
議
長
が
第
三
号
議

案
、
四
号
議
案
の
一
括
採
決
を

行
い
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。

第
五
号
議
案

次
回
開
催
地
に

つ
い
て

令
和
６
年
度
通
常
総
会
は
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
開
催
す
る

こ
と
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。

以
上
の
議
案
を
も
っ
て
総
会
を

終
了
し
た
。

そ
の
後
、
３
年
間
対
面
に
て

総
会
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
よ

り
、
令
和
３
，
４
，
５
年
度
の

３
年
間
の
新
会
員
紹
介
を
行
っ

た
。
そ
し
て
午
後
３
時
５
分
よ

り
下
記
内
容
で
総
会
後
記
念
講

演
が
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演

税
理
士
・
１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士

伴

洋
太
郎
氏

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
の

植
木
協
会
の
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
」

ま
ず
は
消
費
税
の
仕
組
み
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
仕
組
み
、

制
度
開
始
ま
で
に
出
来
る
対
策

に
つ
い
て
講
演
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を

導
入
す
る
の
は
な
ぜ
か
？
そ
の

目
的
、
仕
入
先
様
と
の
よ
い
関

係
を
築
く
方
法
等
を
噛
み
砕
い

て
く
だ
さ
っ
た
内
容
は
と
て
も

分
か
り
易
く
、
生
産
や
卸
を
し

て
い
る
会
員
に
と
て
も
身
に
な

る
貴
重
な
講
話
で
し
た
。

社
会
保
険
労
務
士平

野
謙
吾
氏

「
緑
化
業
界
の
各
種
補
助
金
や

建
設
業
の
制
度
に
つ
い
て
」

人
口
、
労
働
人
口
減
少
に
よ

る
現
在
の
後
継
者
不
足
の
中

で
、
人
を
雇
う
、
自
社
に
居
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
ど
う
し
た

ら
い
い
か
？
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
の
法
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
、
リ
ス
ク
・
問
題
点
・
実
務

の
対
応
、
助
成
金
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に

諸
々
の
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

と
て
も
興
味
深
く
勉
強
に
な
る

講
話
で
し
た
。

令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
出
来
る
こ
と
に

制
限
が
あ
り
、
３
年
ぶ
り
に
皆

さ
ん
と
対
面
で
の
総
会
が
出
来

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
１０
月
に
西
畠
清
順
氏
を
講

師
と
し
て
全
国
研
修
会
が
出
来

た
こ
と
は
、
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
、
皆

さ
ん
が
安
心
安
全
に
事
業
が
出

来
る
よ
う
に
、
青
年
部
会
運
営

に
お
け
る
基
本
的
感
染
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
を
作
成
し

た
の
で
、
今
後
は
ま
す
ま
す
対

面
で
お
会
い
出
来
る
機
会
を

作
っ
て
行
き
た
い
で
す
。
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

隣
に
い
る
小
畑
ブ
ロ
ッ
ク

長
は
青
年
部
会
で
苦
楽
を
共

に
し
た
仲
間
で
す
。
今
は
時

代
が
違
い
厳
し
い
時
代
で
す

が
、
自
分
た
ち
で
動
か
な
い

と
何
も
切
り
開
け
ま
せ
ん
。
若
い
方
た
ち
の
新
た

な
考
え
で
道
を
切
り
開
い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
青
年
部
会
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
の
盛

ん
な
時
代
で
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
大
い
に
活
用

し
て
欲
し
い
の
で
す
が
、
年

に
１
度
の
総
会
や
研
修
で

は
、顔
を
合
わ
せ
て
話
を
し
、情
報
交
換
で
き
る
貴

重
な
時
間
で
す
。
こ
の
浜
松
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
で
も
放
映
し
て
ま
す
が
、
家
康
が
浜
松
に

来
て
一
番
苦
労
し
た
場
所
で
す
。
そ
し
て
ち
ょ
う

ど
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
年
齢
で
、
後
の
徳
川
幕

府
を
作
る
礎
を
作
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
浜
松
城

は
出
世
城
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
行
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
今
日
の
対
面
で
の
交

流
の
会
を
有
意
義
な
時
間
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

青
年
部
会

真剣に聞き入る講演会

【
意
見
交
換
会
】

リモートで総会に参加された方も
１２名程いました

乾杯の挨拶をしてくだ
さった村松達彦 静岡
支部長

令
和
５
年
度
通
常
総
会

静
岡
県
浜
松
市
で
開
催

令和４年度で退会された中西誠氏の挨拶と胴上げ

賛助会員の方々

司会の大崎晃寛氏議長の加藤時生氏ここ３年間に入会された新会員紹介

【
講
演
会
】

意見交換会全体風景

総会風景

全員で集合写真

福
島
啓
輔
部
会
長
挨
拶

辰
巳
広
之
担
当
理
事
挨
拶

執行部の皆さん

小
畑
勝
裕
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
挨
拶
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シリーズ 社 紹介紹紹んん

㈲熊本緑化センター
ルポ

No.16

熊本県（上益城郡）

インタビュー画面 左から古閑さん、藤島さん、田中さん

植木のネット販売の先駆けである
会社の経緯は？

社長の遠山さん：「平成８年に設立して私は２代目で
す。現在はネット販売がメインで売り上げの９割以上
を占め、樹種が１００種類程の多品種少量性で販売して
います。“トオヤマグリーン”という名称でネット販

売サイトを４
店舗運営して
いて、全国の
植木協会員さ
んから商品を
取り寄せさせ
て頂いていま
す…この場を
借りてお礼を
言いたいで
す」。

メイン事業となったネット販売を始めた
きっかけは？

遠山さん：「今から１９年前にネット販売を始めまし
た。きっかけは、私の単なる興味本位で“オークショ
ンサイトに植木を出展したら売れるのか？”という素
朴な疑問からです。まだオークションの走りで、スマ
ホが普及する前の時代だったのですが、植木が売れた
んです！きっと珍しかったのでしょう。ですから崇高
な考えではありません（笑）」。

だいぶ若い時に社長になられてますね⁉
遠山さん：「はい。ネット販売が軌道に乗り始めて、
ネットモールやネット決算の契約等の手続きが増えて
きました。当初は、父がとりあえず契約書にサインし
ていたのですが、やはり私でないと分からない事が
多々出てきたので早めに代替えしました。私もしたく
てしたのではないですし、父のサポートありきです」
…お父様の決断もすごいですね。

ネット販売での苦労した点は？
遠山さん：「梱包は、最初はネットやビニールを巻い
ただけで出荷をしてましたが、耐久性と荷姿のきれい
さを求めて、オリジナルダンボールを徐々に作成しま
した。近所の段ボール屋さんに行っては試行錯誤して
現在は型が２５種類にもなりました。開発当初は強度が
足りなくて全部廃棄したこともありました。サイズが
２０㎝大きくなっても送料が変わってくるのに、出荷数
が百、千、万単位になると金額が大幅に変わります」。

では、会社で工夫していることは？
遠山さん：「５、６年前に“誰でも働きやすい環境づ
くり”を目指してソフト面とハード面で取り組みまし
た。１０人の従業員さんは全てが正社員でうち女性が８
人です。産休・育休の受け入れ体制の強化、土日祝日
は休み、有給の取得促進。平日は８時～１７時勤務で社
員が残業を始めたら私ができるだけ控えるように指導
しています。また柔軟に早退や遅刻も言いやすい環境
を作っています。ですから、誰でもどの部署の作業が
できるよう教育を行い、全体での余剰人員を設けて取
り組んでいます。一時、４人同時に産休でバタバタだっ
た時もありました（笑）」。

ハード面は？
遠山さん：「“軽トラやワゴンは、マニュアル車は扱い
づらいのでオートマ車がいい”という意見が挙がった
ので車を全てオートマ車に換えました。また“キツイ”
作業を減らすことを考え、重作業を減らすための機械
化も取り入れました」。

会社の経費が掛かることばかりですね？
遠山さん：「ずっと働いてもらう以上、社会保険や厚
生年金に入ってもらうことは、その人にとっていいこ

とだと思ったのです。で
もその分、会社では高い
生産性を出すための工夫
はしています。１つは、
社内で仕事や植物に対し
ての共通認識の構築で
す。２つ目は、社内マニュ
アルの作成です。チェッ
クシートを作成して周知
しています。３つ目は、
社内ツールの作成です。
社内システムを使用して
どこの圃場に何の植物が
あるか右往左往せず一筆書きで作業が出来るようにし
ています（物流用語だとピッキングと言うと教えても
らいました）。４つ目は誰でも見てすぐに分かるよう
可視化を実施しています」。

すごい経営学ですね？
遠山さん：「え？（笑）、ある理想を出来るようにし
たいから、実現に向けての必要な下積みの勉強はして
います。でもそのために、従業員さんを縛ったりせず
に、包む感じに進めるのが私の理想なんです。子ども
の頃、毎年父に植木市に連れて行ってもらいました。
私にとってそこが植木屋さんの原点でもあり商売の基
礎です」。

今後の展望は？
遠山さん：「今後、社会や環境も変化して環境問題、
電気や物価の高騰、人手不足、高キャリアの賃金上昇、
２０２４年問題のドライバーが減る問題等があります。だ
から植木屋さんとしての事業を見直し再構築も必要に
なっていくのだと考えています。うちの会社として
は、持続可能な事業を目指してワクワクするような植
木屋さん、面白い植木屋さんを目指しています」今も
ワクワクしていますね。

休日の過ごし方は？
遠山さん：「昔は海外旅行も好きで色々な国に行きま
したが、今は小さい子どもが３人いるので遠出は出来
ないです。でも春になったら大型バイクで移動して
色々なものを見たいです」。

事務の古閑さんのお仕事は？
古閑さん：「私は入社１０年目で、主にネットでの受注
に対して伝票を作成したり質問に答えたり発送連絡等
をしています。繁忙期は一日に２～３００件ありますが、
よく生産の方も手伝います。パソコンの前だけだとど
うしても根を詰めてしまうけど、土いじりは楽しい
し、外にでると気分も晴れてまたパソコンで頑張れま
す！」と生き生きと話してくれました。

お客様の質問に答えるのは大変ですよね？
古閑さん：「はい。いつ頃、どうやって植えたらいい
か等の分からない質問は、生産担当者や遠山さんに聞
いています。入社した時には植物の知識を得るための
本を全員に渡されているので大丈夫です（笑）」。

生産担当の藤島さんのお仕事は？
藤島さん：「私は入社１４年目です。生産の担当は私を
含めて４人です。挿し木や種蒔きや鉢替えをしたり、
植物の発送の梱包もしています。夏場はきついです
が、有休、産休、育休、そしてコロナ感染の就業手当
の申請に対しても会社側が率先して手続きをしてくれ
ます。私は定年後もここで働き続けたいです！」と言
う。そう思える素晴らしい会社なんですね。

田中さんも生産ですか？
田中さん：「まだ入社半年なので先輩に教えてもらい
ながら掘り取りや根巻等もしています。樹木の特性を
覚えながら仕事をすることに遣り甲斐もあり楽しいで
す。皆仲がよくて働き易いです。今はチェーンソウと
バックホー（ユンボ）の免許を取得するための講習に
も行っています」。

感想：ずっと笑いの絶えないリモートインタビュー
で、社員さんがのびのびしているのが印象的でした。
いい環境で、遠山さんの理想に向かっているのだなと
感じました。

前列右から社長の遠山彰さん、会長の遠山浩俊さん、お母さまの英子さんと従業員の皆さん

右往左往しないようデータベースを元に携帯でピッキングをしている

入社時には「家庭の園
芸百科」を読んでも
らってるそうです。

梱包の機械化

可視化で誰
でも分かる
よう貼って
ある

繁忙期は一日に３００件もネット注文が入る

誰でも運転できるオートマ車多種類のダンボールで発送準備

植木のインターネット販売をする「トオヤマグリーン」さん。実は、社長
の遠山彰さんは、穏やかな外見からは想像もつかないパワーの持ち主で頭
脳派。２４歳で会社の代表となり、１０人の従業員さんが全員正社員という超
優良会社の社長さん。そんな遠山さんに経営の秘訣と、おばあちゃんになっ
てもここで働きたいと言う明るい従業員さん達に会社の魅力をうかがいま
した。

インタビュー画面 社長の遠山彰さん
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幅
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環
境
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に
貢
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す
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幅
広
い
ラ
イ
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ッ
プ
で
、

　
　
　
　

環
境
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る
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〒597-0094
大阪府貝塚市二色南町 8-3
TEL 072-432-1828
FAX 072-432-1838
https://ts37.co.jp
e-mail : info@ts37.co.jp

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
弊
社
は
昭
和
３４
年
の
創

業
か
ら
来
年
で
創
立
６５
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
協
会
員
様
を
は
じ
め
と

す
る
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
賜

物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
弊
社
は
繊
維
製
品
を
主

と
し
た
産
業
資
材
の
製
造
販

売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
製
造

販
売
品
目
を
緑
化
・
環
境
・

農
業
関
連
資
材
に
も
広
げ
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
緑
化
関
連
の
主
力

商
品
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
イ
ン
ナ
ー
ポ
ッ
ト
】
林
野

庁
が
開
発
し
た
マ
ル
チ
キ
ャ

ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
に
合
わ
せ

て
設
計
さ
れ
た
ポ
リ
ポ
ッ
ト
で

す
。
Ｊ
Ｆ
Ａ
１
５
０
、
Ｊ
Ｆ
Ａ

３
０
０
と
同
じ
根
鉢
容
量
・
形

状
で
、
ポ
ッ
ト
の
内
側
に
根
巻

き
防
止
用
の
縦
筋
リ
ブ
を
施

し
、
底
面
は
ほ
ぼ
全
開
で
、
底

に
達
し
た
根
が
空
気
に
触
れ
て

伸
長
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
空
中
根

切
り
効
果
も
あ
り
ま
す
。
通

常
、
マ
ル
チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン

テ
ナ
で
育
て
た
苗
は
孔
（
キ
ャ

ビ
テ
ィ
）
が
連
結
し
て
い
る
た

め
、
不
良
苗
を
取
り
除
い
た

り
、
育
苗
密
度
を
調
整
し
た
り

等
、
苗
単
体
で
移
動
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
ナ

ー
ポ
ッ
ト
を
使
う
事
に
よ
り
、

自
由
に
育
苗
密
度
の
変
更
や
間

引
き
な
ど
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ま
た
、
専
用
器
具
を
用

い
ず
に
抜
き
取
り
が
出
来
る
の

で
、
根
を
痛
め
る
心
配
も
あ
り

ま
せ
ん
。
イ
ン
ナ
ー
ポ
ッ
ト
は

１
５
０
㏄
、
３
０
０
㏄
と
も
１

箱
２
４
０
０
個
入
り
で
す
。

【
T
S
シ
ー
ト
】
樹
木
を
輸
送

す
る
際
の
ト
ラ
ッ
ク
用
メ
ッ

シ
ュ
シ
ー
ト
で
す
。
高
強
度
の

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ネ
ッ
ト
製
で
丈

夫
で
長
持
ち
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
大
型
車
サ
イ
ズ
ま
で
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
の
で
ご
希
望

の
サ
イ
ズ
で
作
製
い
た
し
ま

す
。

【
ジ
ュ
ー
ト
製
品
】
弊
社
の
緑

化
資
材
の
原
点
で
も
あ
る
ジ
ュ

ー
ト
製
品
。
弊
社
の
ジ
ュ
ー
ト

製
品
は
す
べ
て
植
物
油
を
使
用

し
て
い
る
の
で
、
鉱
物
油
含
有

の
ジ
ュ
ー
ト
製
品
に
比
べ
、
根

の
活
着
不
良
や
分
解
後
の
土
壌

汚
染
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
ま

す
。
植
木
テ
ー
プ
（
根
巻
き
、

幹
巻
き
用
ロ
ー
ル
）、三
角
布
・

四
角
布
（
根
巻
き
用
カ
ッ
ト

布
）、
植
樹
ロ
ー
プ（
麻
ヒ
モ
）

を
各
種
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い

ま
す
。

【
そ
の
他
】
ス
リ
ン

グ
ベ
ル
ト
・
モ
ッ

コ
・
フ
ゴ
や
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
グ
等
の
運
搬

資
材
、
遮
光
ネ
ッ

ト
・
防
風
ネ
ッ
ト
・

寒
冷
紗
や
杉
皮
・

シ
ュ
ロ
縄
等
の
管
理

資
材
、
各
種
ポ
ッ

ト
・
鋼
管
支
柱
・

P
P
コ
ー
ド
や
ゴ
ム

バ
ン
ド
等
の
生
産
資

材
と
緑
化
農
業
生
産

に
は
欠
か
せ
な
い
関

連
資
材
を
各
種
取
り

揃
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、
就
農
人
口
減

少
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
の
増
加
や
公
共
施

設
を
含
め
た
維
持
管

理
費
用
の
削
減
な
ど

に
よ
り
、
雑
草
管
理

の
た
め
の
防
草
資
材

に
注
目
が
集
ま
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
弊

社
は
、
樹
木
や
地
被

植
物
の
生
育
を
守
る

た
め
、
雑
草
防
止
・

地
温
安
定
・
蒸
散
防

止
を
主
目
的
と
し
た
い
わ
ゆ
る

マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
て
マ
ル
チ

ン
グ
（
防
草
）
マ
ッ
ト
の
販
売

を
ス
タ
ー
ト
し
、
今
で
は
１０
年

を
超
え
る
長
期
耐
用
品
や
環
境

配
慮
型
の
生
分
解
品
、
砂
利
下

用
の
景
観
品
か
ら
空
地
等
広
面

積
で
も
使
い
や
す
い
ロ
ー
コ
ス

ト
品
等
々
１５
種
類
を
超
え
る
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
で
幅
広
い
分
野
に

最
適
な
防
草
資
材
を
ご
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
『
お
客
さ
ま
の
声
を

迅
速
か
つ
的
確
に
反
映
す
る
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
環
境
緑
化
事

業
に
か
か
わ
る
皆
さ
ま
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、

さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
温
か

い
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

防草シートの３例

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

ノダフジ‘六尺’

ノダフジ‘野田長’

ノダフジ‘胡蝶の舞’

ヤマフジ‘甲比丹（花美短）’

ノダフジ‘八重黒龍’

植樹ロープ

ヤマフジ‘昭和紅’

ヤマフジ‘岡山一才’

ノダフジ‘羽衣錦’
（斑入葉の品種）

植樹杉テープ

モッコ

ノダフジ‘海老茶’

ノダフジ‘紫水晶’

植木テープ
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素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

⑯シラネアオイ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

「シラネアオイ Glaucidium palmatum」は、北海道から本州中部以北
の林床に自生するキンポウゲ科の大形宿根草で、とても人気のある山野
草です。１属１種の日本固有種。植物に精通している方なら、一度は聞
いたことがあると思います。明るい黄緑色の新葉を背景に、黄色の雄し
べと透き通るような淡い紅紫色の花弁（実は、「花弁」ではなく「萼片
（がくへん）」）が微笑むように揺れて、立ち姿がとても優雅でした。私
が初めて「シラネアオイ」のスケッチを描いたのは、岩手山の南麓にあ
る馬の背のような形の「鞍掛山（標高：８９７m）」。「鞍掛山」は山野草が
豊富で、手軽な登山の山として、また、自然観察会の場として親しまれ

ています。さらに、岩手山を身近に感じられる山で岩手山の噴火騒ぎの時には、登山客がこぞって訪れました。
詩人で童話作家である宮沢賢治は、岩手山には登らず、小岩井農場～鞍掛山～柳沢のルートを歩いたそうです。
ところで、「シラネアオイ」を漢字で書くと「白根葵」・・・、白い根を持つ葵？ 根は全く白くありませ

ん。「控えおろう！」で有名な「三つ葉葵の御紋」の葵（フタバアオイ：ウマノスズクサ科）の葉にも似てい
ない・・・？ 「三つ葉葵の御紋」の葉には、切れ込みや鋸歯（葉のふちにあるギザギザ）が無いのです。調
べてみると、シラネアオイの別名は、「山芙蓉（やまふよう）」、「春芙蓉（はるふよう）」でしたので、アオイ科
のフヨウやタチアオイなどの葉に似ることから名付けられた？ 学名に付けられた種名は「palmatum」で、「掌
状の（手のひらの形に似た）」という意味があり、例えば、「イロハモミジ Acer palmatum」も同じ種名が使わ
れています。また、「白根」は「白い根」ではなく、「知らねー！」でもない。「日光白根山」が由来のようで
す。「日光白根山」を代表する花の一つですが、栃木県では絶滅危惧Ⅰ類に指定されています。盗掘による影
響なのでしょうね。とても残念で仕方ありません。
「やはり野に置け蓮華草（れんげそう）」と言いますが…、「レンゲソウ Astragalus sinicus」は中国原産。な
ぜ、「野に置け」なのでしょうか？ また、疑問が…。
いろいろと書きましたが、植物に対する興味は尽きませんね。だから、楽しいです。

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

アメリカフジ

アメリカフジ‘白花’

ノダフジ‘口紅’

岩手県滝沢市鞍掛山にて

ノダフジ‘三尺’

ヤマフジ‘昭和紅’

ノダフジ‘八重黒龍’

ノダフジ‘黒龍’

ノダフジ‘一才’

藤というと日本人では、藤棚を思い浮かべる人が多いで
しょう。誰もが知っている植物の一つです。
まれにですが、藤は花が垂れ下がるから縁起が悪いなどと
言う人がいますが、本当なのでしょうか？実は日本では特に
縁起のよい植物の一つとして知られています。名前の由来
は、『不死』から来ていて、古代の人々は、冬に枯れてしまっ
たように見えるツルから春先に蕾が膨らみ、花が咲く姿から
そのように考えたのではないでしょうか。
さらにもう一つの伝説があります。大化の改新の時、中大
兄皇子と中臣鎌足が春日大社の藤の樹の下で謀議をしまし
た。革命が成功し、天智天皇となった中大兄皇子から藤原の
姓と下り藤の家紋を下賜されて、藤原鎌足が誕生するという
藤は天下取りの樹なのです。時代が下っていくと下り藤は大
名以上、上り藤は御家人以下と明確な区別がありました。
当園では、現在５種約６０品種を収集保存し、簡単にですが
育種も始めました。
収集保存している品種の写真をいくつか紹介します。

問川原田邦彦 確実園園芸場（茨城県）
☎０２９‐８７２‐００５１

フ ジ

フジとシナフジの交雑種
‘ニオイフジ’
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オランダ最大級の自然再生事業（テンハーメッテン島）
滋賀県立大学環境科学部環境政策・計画学科教授 上河原 献 二

連載「西欧自然環境保全の旅」 第１回 ◆プロフィール
1984年東北大学法学部卒業、
環境庁入庁
2013年より滋賀県立大学環境
科学部環境政策・計画学科教
授として、環境法・環境政策を
教える。現在は、侵略的外来生
物管理法制度など自然保護法
制度の国際比較を中心に研究。

皆さんは、オランダといえば何を思い浮かべる
でしょうか。干拓によって国土を拡大してきた国
で稠密な土地利用が行われているというのが一般
的なイメージではないでしょうか。ところが、農
村を湿原中心の自然保護区へ転換する事業がオラ
ンダで行われています。ロッテルダム中心部から
南２０キロほどの、デルタ地帯にある約１０００ha の
小島（テンハーメッテン（Tiengemeten）島）が
その舞台です。それは、オランダにおける自然再
生事業の最大のものの一つとされています。自然
保護団体（Natuurmonumenten）が１９９７年に島の
土地所有権を取得して事業を開始しました。
島の東部では、麦畑などのかつての農村景観が
保全されています。島の西部には干潟状の湿地が
拡がっています。中央部は、堤防に穴があけられ
て、湿地性の草原になっていて、毛足の長いハイ
ランド種の牛の群れが放牧されています。また、
本土と連絡するフェリーの発着場があり、そばに
はかつての農家を改造したビジターセンターと農
業博物館が設置されています。さらにレストラ
ン・キャンプ場付きの宿や子供用の野外の遊び場
も設けられています。「自然保護区」とは言いな
がら、自然公園に近い利用がなされています。コ
ロナ禍前の２０１８年には年間約５万人の来訪者が
あったとのことです。１９９７年当時、６戸が農業を
営んでいましたが、２００６年に全て立ち退いていま
す。
テンハーメッテン島の自然再生事業は、オラン
ダ政府の生態系ネットワーク計画（１９９０年）と南
ホーランド州政府の「自然開発」計画（１９９４年）
の一環として行われてきました。オランダの自然
再生事業を支える考え方は、「自然開発（nature
development）」と呼ばれています。「自然開発」論

の主唱者たちは、自然の過程の促進を通じて自然
の再生を目指すべきこと、「自然開発」地区の目
指すべき目標を、伝統的な農村ではなく、人間社
会以前の「原生的自然」（wilderness）に置き、農
業など他の土地利用との分離を主張しました。し
かし、そのことは農業関係者からの反発も招きま
した。そのため実際のオランダの政策では、「自
然開発」は、従来の保全政策の補完として位置付
けられました。自然再生において「原生的自然」
を目指す考え方は、イギリスでも盛んになってい
て、rewilding と呼ばれていますが、それには賛
否両論あります。
テンハーメッテン島を含むハリングフリート
（Haringvliet）川地域全体の自然再生も進められ
ています。そのために島の西２０キロほどにある河
口堰（１９７１年完成）の試験的な部分開門が行われ
ています。部分開門によって、もとの汽水域の生
態系の再生と、サケ・マス類の遡上がライン川に
つながるこの水系で復活することが期待されてい
ます。沿岸域における堤防建設によって干拓と淡
水域の造成を行ってきたオランダの国土づくり
は、曲がり角を迎えているのです。
テンハーメッテン島とその周辺に示されるオラ
ンダの自然再生事業・政策は、自然再生の目指す
べき生態系の姿は何なのか、農業や地域の主体と
どのようにかかわるべきか、河口堰の見直しはど
うあるべきかなど、多くの論点を日本の我々にも
提供しています。

主な参考文献
上河原献二（２０２０）農村から湿原へ－オランダ・
テンハーメッテン島の自然再生事業とその背景、
地球環境学、１５、１０３-１１３．

（Tel）０４５-３０９-００１８
（Mail）sp_ohata@daiary.ocn.ne.jp
（代行手続き方法）
入力シートをお送りしますと見積りが
返信され、了承いただいてから作業し、
結果をお送りします。ご確認頂いた結果
を調査入力結果とします。

植生調査委員会 令和５年度
植生スキルアップセミナーのご案内

「日本海側中越地方の自然植生と土地利
用を探る」をテーマに、燕市の国上山（く
がみやま）のブナ林から新潟市佐潟の水
生植物や日本海の海岸砂丘植物などを観
察調査します。当日は植生管理士及び植
生アドバイザー育成講座の先生方がご案
内いたします。
１．日時：令和５年６月２８日㈬～

６月２９日㈭
２．集合：JR 弥彦駅前（新潟県西蒲原郡
弥彦村）６月２８日１０：４５集合

３．観察地：国上山（ブナ林）、寺泊古民
家群（タブノキ）又は野積（タブノキ）、
佐潟（水生植物）、日本海海岸砂丘（ハ

マボウ等の海浜植物）
４．定員：３０名（先着順）
５．参加費：会員２２,０００円（税込）

一般２５,０００円（ 〃 ）
※参加費には初日昼食・２日目昼食が含
まれますが、宿泊代は含まれません
６．宿泊：ＪＲ燕三条駅前のビジネスホテ
ル ※宿泊は各自予約となります

７．参加申込：令和５年５月２６日㈮まで。
申し込み用紙と詳細は別紙同封。

令和５年度 植生アドバイザー
育成講座 受講生募集

講座は全３コースで構成されており、
その優れた内容が評価され、環境省と農
水省共管の「人材認定等事業」の育成事
業として登録されています。
１．日時：令和５年８月３１日㈭～９月２日
㈯および事前・事後ビデオ講習

２．内容：
①年目「Ａ植生調査基礎コース」：植生
学の基礎、日本の植生、植生調査方法、
野外実習、データ整理と解析
②年目「Ｂ植生景観基礎コース」：植生

景観の基礎、植生景観調査方法、野外
実習、データ整理と解析、景観区分図
の作成と修復計画
③年目「Ｃ植生復元・モニタリングコー
ス」：生態学的緑化方法、植生景観計
画に基づいた植栽計画、植生景観に基
づく緑化工法事例

３．講師：植生学の専門家の先生方で実施
いたします。

４．開催場所：なかのビレジ（群馬県利根
郡川場村中野６２６）

５．受講料：協会員６０,０００円、協会員以外
６５,０００円（７月１５日までの早期お申込
みの方は６３,０００円）
（受講料は税込、研修費・宿泊費を含み
ます）
問合せ：協会事務局 ☎０３-３５８６-７３６１

会員動向
担当者変更
�()新 鈴木克仁

㈲植英（静岡県）

訃 報
為貝はつい 様（為貝誠司氏のご母堂様）
㈲為貝種苗園（茨城県）
令和５年２月２１日没
享年９８歳

猪瀬清市 様（猪瀬隆市氏のご尊父様）
猪瀬農園（栃木県）
令和５年２月没
享年８８歳

高橋光太郎 様（協会員）
関六園（神奈川県）
令和５年２月２３日没
享年７４歳

黒田照子 様（黒田 剛氏のご母堂様）
農事組合法人成田ナーセリー（千葉県）
令和５年４月１０日没
享年８７歳

鵜飼 智 様（鵜飼幸治氏のご尊父様）
㈲鵜飼農園（三重県）
令和５年２月２５日没
享年８２歳

島の農耕馬

ビジターセンターと管理事務所

西部の干潟状湿地島の自然再生構想図（Natuurmonumenten より許可を得て掲載）
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法
が
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
方
法
は
い
ず
れ
も
熟
練

を
要
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
樹

冠
上
部
か
ら
枯
れ
は
じ
め
、
概

ね
１
年
以
内
に
枯
れ
た
場
合

は
、
マ
ツ
材
線
虫
病
と
判
断
し

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

【
防
除
】

感
染
を
防
ぐ
に
は
、
カ
ミ
キ

リ
を
寄
せ
付
け
な
い
こ
と
で
す

が
、
近
隣
に
発
症
し
た
木
が
あ

る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
防
ぎ
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
や
松
林

で
は
、
薬
剤
散
布
や
事
前
の
伐

採
な
ど
が
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
公
園
や
庭
園
な
ど
で
は

利
用
し
に
く
い
方
法
で
す
。

そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
な
方

法
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

○
マ
ツ
類
の
生
育
を
健
全
に
保

つ
こ
と

生
育
す
る
場
所
に
よ
っ
て
条

件
が
異
な
り
、
対
策
は
様
々
で

す
が
、
陽
樹
で
あ
る
た
め
日
照

を
確
保
す
る
こ
と
、
乾
燥
さ
せ

過
ぎ
な
い
こ
と
、
枝
葉
を
剪
定

し
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。

○
樹
幹
注
入
剤
の
利
用

樹
幹
注
入
剤
に
は
、
薬
効
が

７
年
ほ
ど
持
続
す
る
薬
剤
も
あ

り
、
定
期
的
に
用
い
ま
す
。
使

用
す
る
時
期
は
、
仮
道
管
内
の

水
分
が
上
が
り
始
め
る
春
先

で
、
施
用
時
は
適
切
な
使
用
量

を
的
確
に
注
入
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
特
に
薬
剤
が
漏

れ
て
形
成
層
を
傷
め
る
と
幹
に

筋
状
の
溝
枯
れ
が
発
生
（
写
真

５
）
し
、
ひ
ど
い
場
合
は
幹
折

れ
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
抵
抗
性
の
あ
る
マ
ツ
の
利
用

抵
抗
性
の
あ
る
マ
ツ
の
開
発

が
行
わ
れ
、
病
気
に
か
か
ら
な

い
率
は
高
い
で
す
。
筆
者
が
３０

年
ほ
ど
前
に
数
十
本
を
植
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
病
気
が

発
生
し
て
い
る
場
所
で
も
生
存

し
て
い
ま
す
。

○
枯
死
木
の
処
理

枯
れ
た
マ
ツ
の
材
に
は
セ
ン

チ
ュ
ウ
や
カ
ミ
キ
リ
が
生
息
し

て
い
る
た
め
、
成
虫
が
飛
び
始

め
る
５
月
以
前
に
地
際
か
ら
伐

採
し
、
幹
や
枝
は
焼
却
処
分
か

細
か
く
チ
ッ
プ
に
し
て
幼
虫
や

蛹
を
殺
処
分
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
な
お
、
根
か
ら
も
接
触

感
染
が
あ
る
た
め
、
枯
れ
た
マ

ツ
類
の
近
く
に
あ
る
マ
ツ
は
、

影
響
の
有
無
を
観
察
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

春の視察研修会（東北）開催のご案内
※全国旅行支援を適用

日本列島植木植物園運営委員会

日時 ２０２３年５月３１日㈬～６月１日㈭
場所 東北地方方面（視察圃場園は予定）
５/３１ ㈲北日本菅与㈱

山採りの現地・圃場見学
６/１ 小岩井農牧㈱植物見本園・歴史
的建造物等、㈱みちのくビオトープ
胆沢圃場
集合 ５/３１
二戸駅１４:１０ or 花巻空港１２:３０
解散 ６/１
北上駅１５:００ or 花巻空港１５:３０
参加費 ４,０００円 バス代・保険料等
宿泊費：７,５３５円／１人（左料金から全
国旅行支援３,５００円程引き、クーポン
２,０００円付）
宿泊先 ホテルパールシティ盛岡
締切り ２０２３年５月１７日㈬

（最低１５名決行）
※詳細は視察ご案内（別紙 申込み書）

「樹木識別のポイント講習会」参加募集

植木圃場から教室に生きた樹木の枝葉
を持ち込んで、似ていて間違えやすい樹
種を葉と枝だけで見分けるポイントを学
びます。樹木識別のスペシャリストを目
指す方におすすめです。
１.日時・場所
令和５年６月１１日㈰ １３：００～１６：００
国立オリンピック記念青少年総合センター

センター棟４０９
〒１５１-００５２ 東京都渋谷区代々木神園町
２.講師
協会員：川原田邦彦氏、吉澤信行氏、

山﨑隆雄氏、八木峰夫氏
３．費用 一般：５,５００円（税込）

学生：３,３００円（ 〃 ）
４．定員 各６０名
５．造園CPD・樹木医CPDプログラム認定

「環境緑化樹木識別検定試験」
実施のお知らせ

環境緑化樹木識別検定試験は、みどり
豊かな環境形成に重要な樹木１００種類の

名前を正しく識別する検定です。
１．日時・場所
令和５年７月８日㈯ １３：００～１５：００
大田区産業プラザ PiO ６階Ｄ会議室
〒１４４-００３５東京都大田区南蒲田１-２０-２０

２．受験料 一般：８,２５０円（税込）、
学生：４,４００円（〃）

３．申込締切 令和５年６月３０日㈮
４．造園 CPDプログラム認定申請中

令和５年度 都道府県別
供給可能量調査 開始案内

全支部の提出に向けご協力をお願いし
ます。
調査期間：令和５年７月１日㈯～

７月３１日㈪
※６月下旬に入力用システム搭載のＣＤ
を支部長及び各支部ＩＴ委員にお送りし
ます。
※調査結果は協会ホームページで公開
し、官公庁及び造園関係団体の材料調達
時の参考にしていただいています。

令和５年度 社園別生産数量調査
開始案内

協会事業である社園別生産数量調査を
下記日程で実施します。
全社園様の提出に向けご協力をお願い
します。
調査期間：令和５年６月２５日㈰～

７月２０日㈭
①協会ホームページの会員ページにログ
インし、ID とパスワードを入力、②社
園別生産数量調査入力用システムをダウ
ンロード、③データを入力、④データ入
力完了後にアップロード送信。
※詳細は同封した別紙「入力マニュア
ル」でご確認願います。

生産数量調査代行入力について

生産数量調査について、エィコスに代
行入力をお願いすることも可能です。代
行入力は有償となっています。料金の目
安は７０円／件、及び結果資料の送付料金
等となります。希望される方は、下記に
ご連絡下さい。 エィコス 大畠 寿裕

写真５ 樹幹注入剤の不適正
使用例・アカマツ

写真３ カミキリにかじられた跡 １０月上旬

写真１ マツノマダラカマキリ標本

出典：マツ材線虫病にどう対処するか －防除対策の考え方と実践－
国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所

写真４ 生きているアカマツと隣接 ３月中旬

写真２ マツノマダラカミキリ
の幼虫 １０月上旬
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東京都市大学環境学部教授 飯 島 健太郎

連載「多肉・珍奇植物」 ◆プロフィール
東京都市大学環境学部教授。桐蔭横浜大学工学部専
任講師、同医用工学部准教授を経て現職。博士（農学）。
日本造園学会賞／研究論文部門受賞、東京農業大学
造園大賞受賞。著書：『新しい都市緑化・ガーデニング
材料／多肉植物』（ソフトサイエンス社）、『サボテン大
好き』（講談社）、『多肉植物の名前400がよくわかる図
鑑』（主婦と生活社）、『サボテン全書』（監修、グラフィッ
ク社）、『多肉植物全書』（監修、グラフィック社）など。

青白い葉と放射状に展開する葉、そして鋭い葉端の刺や厳つい鋸歯、そのアガ
ベの姿に魅了される層が急速に増えている。昨今のビザールプランツの中心的存
在であることは、グーグルトレンド機能の検索傾向からも読み取れる。分類や導
入経緯、開花特性、用途など話題の多いグループである。
アガベ属の植物はアメリカ南部、メキシコなどの中央アメリカ、南アメリカ大
陸の乾燥地帯に分布し、３００種以上が知られている。分類上の変遷があり、子房
の位置関係からかつてはヒガンバナ科に属していたが、後にユッカ、ドラセナな
どとともにリュウゼツラン科に統合し、これが多くの図鑑に見られる分類となっ
ている。さらに近年の APG植物分類体系の導入により、キジカクシ科に分類さ
れている。
原産地では古くからトウキビのように食用として活用したり、アガベシロップ
などはよく知られている。発酵、蒸留したメスカルの一種であるテキーラはおな
じみの強い酒である。繊維作物としても知られており、葉の内部繊維から柔らか
く弾力性に富んだ縄などが作られたりしている。最もメジャーな用途は観賞用で
あり、大型種はドライガーデンなどの露地植え植栽用、小型種は温室植物やイン
ドアグリーンとしてコレクションから観賞対象として今日に至る。アガベは１世
紀に１度咲くという意味合いでセンチュリーフラワーとも呼ばれるが、１００年と
は言わないものの種類によって樹齢１０～６０年程度で花茎が伸長して開花後に親株
は枯死してしまう。しかし基部には次世代を担う子株が形成されていることがし
ばしばである。
わが国では、古くから特殊樹として大型種の「リュウゼツラン（竜舌蘭）」が用
いられてきた。先に輸入された斑入り種にその名がつけられ、基本種には「青の」
を付して「アオノリュウゼツラン」とされているのが命名上の特徴である。非常
に強健であり、公園緑地等のシンボル的な植栽にも導入されてきた。株全体のフォ
ルムや葉の色合いの美しいドライガーデン向きの配植材料としては、青白い広い
葉が美しくロゼット状に展開するアガベ・パリー、明るい緑色のシャープな葉を

無数に展開させ一見
ユッカのようであるが
立ち上がらない吹上な
どが用いられる。アガ
ベの耐寒性種は、日照
条件に恵まれ、排水性
に富む条件であれば零
下数度にも耐え、特に
強健な種類は南東北あ
たりでも植栽可能性が
ある。一方、耐寒性に
乏しい種も多いので屋
外の植栽デザインでは
留意したい。葉の模様
などディテールに着目
するとフィラメントと
呼ばれる繊維質の白い
毛を発生させる「滝の
白糸」、ペンキと呼ば
れる葉上の白いライン
が特徴的な「笹の雪」
が美しい。近年、マニ
アに最も好まれている
のが、寸詰まりの葉の
重なり形状と発達した
ノギ（鋸歯）を観賞す
る「アガベ・ティタノ

タ」であろう。本種は
古くから親しまれてき
た種であるが、フェリ
ペ・オテロ氏によって
メキシコのシエラ・ミ
クステカで発見された
'FO-076 Sierra Mixteca'
と呼ばれる鋸歯が大き
い系統の導入によっ
て、その人気が爆発的
に再燃した。以上のよ
うにアガベには大型種
から小型種、様々な
フォルムの株、色彩・
模様やノギの形状も
様々であり、さらには
白色、黄色の斑入種が
あり、コレクションと
しても配植材料として
も事欠かない。同一種
内でも形態的な個体変
異が非常に多く、葉が
ワイドに変異したも
の、限りなく葉の重な
りが詰まったもの、ノ
ギが極度に発達したも
のなど多くのマニアが
同種の個体差を楽しん
でいる。こうした顕著
な個体差からアガベ属の種や亜種の分類は非常に困難とも言われている。栽培に
ついては、日照、用土、給水など基本的な条件から如何に厳しい条件に移行する
かといったテクニックによって、フォルムの崩れを予防したり、逆により寸詰ま
りでノギを発達するための堅づくりにチャレンジしているコアなマニアが増えて
きた。一方、希少性とともに栽培環境事情から陽のささない屋内でのアガベ栽培
という、かつては考えられなかった傾向も増えつつある。これを可能にしたのが
昨今の栽培用 LEDライトの普及であり、演出性とともにビザールプランツを対
象にした独自のインドアグリーンの世界を展開している。アガベは、実生からの
生産も活発に行われている一方で、特にフォルムに拘る個体として昨今では現地
球を対象としてベアルートとして輸入するケースも増えつつある。あらためて自
生地を荒らすことの無いよう、実生品から好みのフォルムを形成していくような
栽培技術の向上に興味が深まることを願いたい。

アガベ・ティタノタ（Agave titanota ）

笹の雪（Agave victoriae reginae）

吹上（Agave stricta ）

吉祥天（Agave parryi ）


